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1．はじめに 
教育から学習へ、教員中心から学習者中心の教

育へというパラダイム転換は欧米を中心に始まり、

今や世界的潮流である。我が国においても 2000
年代後半から学習者中心の教育への転換が叫ばれ、

その具体的な手法として、従来の講義中心の教育

方法からアクティブラーニングをはじめとした能

動的な学びを促す教育方法の導入が推進されてき

た。また IT 化の進行とともに学生の学習スタイ

ルにも変化が起こっている。これら大学教育を取

り巻く変化に対応するために、学習環境デザイン

や学習支援サービスにおいても、人的サービスを

伴うラーニングコモンズなどに代表される新たな

取り組みが行われてきている。 
そのような中で、日本と同様に欧米の取り組み

を参考に教育改革に取り組むアジアの大学におけ

る事例を比較検討することは、日本の大学におけ

る教育改善の有益な示唆となるだろう。 
著者らは以上の問題意識のもと、2017年にアジ

アにおける教育先進国のひとつ、シンガポールの

高等教育機関の学習環境デザイン・教育プログラ

ムを調査し、日本との比較検討を行った（千葉ほ

か、2018）。今回は、シンガポールに続き、日本同

様に高い大学進学率を誇る台湾の大学を対象に、

現地調査を実施した。本稿はこれらの調査結果か

ら台湾における学習環境や学習支援プログラムの

実態把握と分析を行うことを目的としている。 
 
 

2．台湾の教育制度と高等教育 
台湾は、戦後 50 年代より人材を資源とする人

材立国を目指し、制度整備が行われてきた。以前

は日本と同じく9年間の義務教育制度を導入して

いたが、2014 年 8 月から初等教育から高等学校

にあたる中等教育（後期）までの 12 年間を義務

教育とする「12年国民基本教育」が施行され、高

等教育を含めて6・3・3・4制をとっている。 
行政上は日本の文部科学省にあたる台湾教育部

（Ministry of Education）が所管し、高等教育に

ついては高等教育局にあたる高等教育司が担当し

ている（NIAD-UE評価事業部国際課、2018）。 
以前は台湾教育部に予算編成やカリキュラム編

成、学位の授与など大学に関わる多くの権限が集

中していた。しかし1987年の「厳戒令」の解除、

1994 年の「大学法」改正により、段階的に大学の

自治権が保証されるようになった（小川・南部、

2008; 南部・廖、2012）。これにより、現在の高等

教育においては、各機関の独自性が拡大し、多様

化が進んでいる。台湾教育部統計處（2018）のデ

ータによると 2018 年時点の高等教育機関数は大

学 127校、学院 14校、専科 12校、設置形態別で

は国公立大学、45校、国公立学院・専科3校、私

立大学 82校、私立学院・専科 23校、計 153校と

なっている。大学生数は約 124 万人であるが、

2012 年の約 136 万人をピークに年々減少傾向に

ある。高級中等学校を経ての大学進学率は82.6％
を超え、日本同様にユニバーサル段階を迎えてい

るといえる。 
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3．調査報告  
以下では、2019年 3 月に実施した現地調査時

の情報をもとに、訪問した5つの大学における学

習環境および学習支援プログラムの調査結果につ

いて、各大学の特色を交えながら報告する。訪問

先の選定にあたっては、Times Higher Education 
World university Ranking 2018 の結果を参考

に、台湾地域の 1・2 位にランクされている国立

台湾大学および国立精華大学、また設置形態に配

慮し、ランキングされている私立大学の中から台

北近郊の 3 校（淡江大学、東呉大学、輔仁大学）

に訪問することとした。以下、国立大学、私立大

学の順に報告を行う 1。 
 
3.1. 国立台湾大学 
国立台湾大学（National Taiwan University） 

は、台湾総督府医学校を前身とし、1928年に創立

された国立大学である。学生数は 31,829 名（う

ち、留学生は 11%）、11学院（学部及び研究科）

を有し、世界ランキング（THE、2019）では170
位、台湾内では1位と、台湾で最も権威ある大学

の一つである。 
本調査ではアカデミックライティング教育セン

ター（Academic Writing Education Center、以下

ライティングセンター）への視察を中心に行った。 
 
3.1.1ライティングセンター 
台湾大学ライティングセンターは、2008年に大

学院生の国際学会での発表や論文投稿を支援する

ために開設された。当初は大学院生を対象とした

高度な英語ライティング支援のみを行っていたが、

次第に基礎レベルの支援が必要であることが分か

り、4～5 年後に学部生の支援を開始した。現在、

7 名の教員と 24 名のチューターがライティング

センターに所属し、運営している（図 1）。 
ライティングセンターではアカデミックライテ

ィングコースの開講・運営や、対面での個別相談

だけでなく、オンラインチュータリング等多岐に

渡る支援を展開している。 
 

3.1.2．アカデミックライティングコース 
アカデミックライティングコースはすべて単位

を得ることができるコースである。各コースは週

3時間、現在2,500名を超える学生が学んでいる。

毎学期すぐに定員となり、ウェイティング・リス

トは 400人を超える。各クラスに 1名ティーチン

グ・アシスタント（以下、TA）がつき、サポート

を行っている。 
TA は英語クラスの受講生のうち、成績が優秀

であり、なおかつ親切に対応することができる学

生を選出している。TAは 4～5時間の研修を受け

ており、TA業務についてのディスカッションや、

メンタルプログラムについて、またどのようにチ

ュータリングを行うか議論する機会を持っている。 
各コースはそれぞれひもづけられており、例え

ば学部生は「Fundamentals of English Writing」
からスタートし、より力をつけたいときは、その

上のコースを受講する。多くの学生が国際会議で

の発表を経験することから、ライティングだけで

なく、プレゼンテーションやディスカッショント

レーニングのクラスも開講しており、ライティン

グセンター教員がそれぞれ専門のクラスを担当し

ている。クラスは多岐に渡るが、留学生を対象と

した英語クラスは設定していない。ただし、留学

生からのニーズから、中国語に特化した

「Academic Chinese Writing」を開設している。 
各コースでは論文のチェックを TA が行ってい

る。学習者からのニーズにより、各コースのアセ

スメントとして、ルーブリックを活用している。

院生向けのコースでは、各課題をルーブリックで

チェックし、それを返却する形でフィードバック

を行っている。ルーブリックは、TAのトレーニン

グにも活用しており、教員がチェックするすべて

のアセスメントでルーブリックを活用している。 
 
3.1.3. 個別相談 
個別相談は、学部生・院生いずれも対象にして

おり、各学期 60 セッションを教員が対応してい

る。個別相談は現地学生による英語ライティング

支援が主であり、相談者は教員を選ぶことはでき
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ない。相談予約はオンライン上で行うことができ、

毎学期すぐに定員になるそうである。各相談時間

帯で6人が一斉に支援を受けることができるよう

になっている。 
以上のように、台湾大学ライティングセンター

は、大学院生を対象とした英語ライティング支援

からスタートしており、全体を通じて非常にレベ

ルの高いサポートを行っている。特に、ライティ

ングコースは正課授業として展開し、受講者数も

多く、各コースとも毎学期定員になるなど、学内

における英語ライティング支援のニーズの高さが

感じられた。他機関との連携として、ボランティ

アではあるものの、CTDL（教育開発支援センタ

ー）教員の研修をライティングセンター教員が行

うケースがある。 
他方、運営資金の確保が課題点としてあげられ

ており、支援を充実させるとともに、補助金の獲

得を目指し内外発信を積極的に実施している。 

 
図１ ライティングセンター 

 
3.2. 国立精華大学 
国立精華大学(National Tsing Hua University)

は 1956 年に設立された台湾トップレベルの大学

である。THE（2019）では、台湾国内で 2位、世

界ランキングでは 351－400 位内に位置し、科学

技術、人文、社会科学について学ぶことができる

文理総合型の大学であり、ノーベル賞受賞者も輩

出している。学生数は約 1.5 万人である（うち、

留学生 10%）。 
精華大学は 2013 年にラーニングコモンズを含

む図書館を 1 棟新たに設置した。館内には PC、

映像機材がふんだんに配置されており、デザイン

性の高い什器が整備されている。プレゼンテーシ

ョンをするエリア（図2）、グループワークエリア

（図 3）、コンピュータエリア（図 4）、大学図書館

の歴史について紹介するエリア、雑誌を閲覧でき

るエリアなど多数のエリアで構成されており、台

湾トップクラスのラーニングコモンズであるとい

える。 

 
図 2 プレゼンテーションエリア 

 
図 3 コンピュータエリア 

 
図 4 グループワークエリア 
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セミナールームエリアには少人数で講義ができ

るような部屋が 5室設けられているが、教員が定

期的に授業で利用することはできず、学生が利用

するための部屋となっている。24時間開放してい

るエリアもあり、長時間学習者が学習に集中でき

るような支援が行われている。こうしたセミナー

ルームや施設の利用に関しては予約が必要になる

こともあるが、学生証をタッチパネルにかざして、

容易に予約ができる施設となっている（図5）。 
これらの充実した施設は、政府と企業によって

作られている。建物は企業による寄付で建てられ、

建物内の機材等は国の予算で運営が行われている。 

 
図 5 タッチパネルで部屋を予約 

 
学習支援に関しては、図書館に関連するサービ

スを実施しており、図書館としては組織的にライ

ティングセンターを設置していないこともありラ

イティング支援等の学習支援はラーニングコモン

ズ内では実施されていなかった。 
ラーニングコモンズの評価方法に関しては、図

書館職員が毎月の学部生の利用状況を分析し、学

部ごとの利用率をフィードバックするようにして

いる。またこれらのデータを基に、今後の書籍や

映像資料の購入について判断する材料としてい

る。 
精華大学においては、学習者の学びを促すため

の物理的な環境は台湾トップクラスの整備がされ

ていることが示された。その一方で、上述のよう

に、図書館においては日本のラーニングコモンズ

で実施されているようなライティングや外国語に

対する学習支援といった学生へのサポートに関し

ては限定的である印象を受けた。 
 

3.3. 淡江大学 
淡江大学（Tamkang University）は、1950年

に創設された「淡江英語専科学校」が 1958 年に

「文理学院」となり、1980年に「淡江大学」とな

った。学生数は26,032人（そのうち留学生は8％）、

世界大学ランキングでは 1001＋位、アジアでは

351から400位の中に入っている（THE、2019）。
学部は 8学部（文学部、理学部、工学部、商学管

理科学部、外国語学部、国際研究部、教育学部、

グローバル企業発展学部）あり、キャンパスは淡

水キャンパス、台北キャンパス、蘭陽キャンパス、

サイバーキャンパスがある。 
本節では、淡水キャンパスにある覚生紀念図書

館本館のコモンズとそこで取り組まれている取組

みを紹介する。 
 
3.3.1. 覚生紀念図書館本館について 
大学図書館のHP（淡江大学図書館、2019）に

よると、覚生紀念図書館には、130 万冊の本、210
万冊以上の電子書籍、70,000冊以上のジャーナル

（電子ジャーナルを含む）、および 130,000 冊以

上の非書籍資料がある。本館は 9階建てで、読書

のための席が2,820席、検索用や作業用などのパ

ソコンが設置された173席がある。またディスカ

ッションルームやマルチメディアリソースルーム、

音楽鑑賞エリア、24時間使える学習室などがある。

現在の本館の建物は 1996 年 9 月に完成したが、

2014年から2017年にかけてリノベーションが行

われ、その際にコモンズエリアが作られた。 
覚生紀念図書館では、通常の図書館サービスに

加え、図書館の資源を活用したワークショップを

授業と連携して実施したり、出版者を招いたセミ

ナーを年に 2 回ほど実施したりしている。また、

ヨーロッパ情報センターが図書館内にあることか

ら、毎年 5月をヨーロッパ週間とし、その間は毎

週ヨーロッパに関する講座を開催している。なお、

学内には学習支援組織が別にある。現時点での連

携はないが、今後連携を検討している。 
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3.3.2.コモンズエリアについて 
コモンズは本館の 3階に展開されており、イン

フォメーションコモンズ、ラーニングコモンズ、

リサーチコモンズ、の３つのエリアで構成されて

いる。これらのコモンズのデザインは、リノベー

ションの際、図書館のスタッフが海外の事例を参

考にデザインした。 
ラーニングコモンズとリサーチコモンズは、も

ともと書架だったところを改装し、デザイン性の

高いソファやローテーブルなどが配置されている

（図 6）。 

 
図 6 ラーニングコモンズ/リサーチコモンズ 

 
また、ラーニングコモンズには、可動式の机と

椅子が設置され、授業などでグループワークに取

り組めるエリアも用意されており、図書館の利用

者ガイダンスや、授業と連携したワークショップ

などが実施されている。リサーチコモンズには個

室になったディスカッションルームが 4部屋あ

る。ディスカッションルームには、椅子やテーブ

ルだけでなく、ディスプレイも設置されており、

発表練習にも利用することができる。インフォメ

ーションコモンズには、パソコンが設置されてお

り、学生が電子資料や情報にアクセスできる環境

になっている（図7）。 
コモンズの利用者に対する調査として、セミナ

ーの後などに行われる質問紙調査で、簡単な質問

をしている。また、図書館ではパートタイムとボ

ランティアの学生スタッフが活動している。彼ら

は、図書館のwebページの情報更新や、図書館の

利用に関する資料の作成などを担当している。ボ

ランティアのスタッフは、図書館で借りられる本

の冊数が規定より増えたり、本の貸し出し期間が

長くなるなどのインセンティブがある。 

図 7 インフォメーションコモンズ 
 

3.3.3.授業との連携した取り組みについて 
ここでは、商学管理科学部の授業の１つである

Strategy Management と連携して実施されたワ

ークショップを事例として紹介する。この授業は

2018 年 12月から 1月に毎週 1回、3週間かけて

実施された。この授業では、教員が授業をするが、

図書館スタッフが協力する形で行われた。 
1 週目は「図書館に親しむ」というテーマで、

学生は図書館見学をした後、図書館に関するクイ

ズを考える。また、図書館スタッフから図書館の

説明も受ける。2週目は「図書館の資金調達戦略」

というテーマで、図書館スタッフから図書館の資

金利用について説明を受けた後、学生はグループ

で、少ない資金で多くの書籍を購入する方法を検

討し、模造紙などに考えたことをまとめて発表す

る。3週目は「3人の戦略マスターに会う」という

テーマである。教員が示した経営学やビジネス理

論に関する 3人の著名人について、学生は図書館

のリソースを使ってグループで調べ、結果をマイ

ンドマップにまとめて発表する。また、教員が 3
回のワークショップのまとめを行う。 
図書館の利用方法を学んだ（1 週目）うえで、

授業のテーマと図書館を絡めた課題設定をしたり

（2週目）、授業の課題の情報収集を図書館で実際

セミナールームエリアには少人数で講義ができ

るような部屋が 5室設けられているが、教員が定

期的に授業で利用することはできず、学生が利用

するための部屋となっている。24時間開放してい

るエリアもあり、長時間学習者が学習に集中でき

るような支援が行われている。こうしたセミナー

ルームや施設の利用に関しては予約が必要になる

こともあるが、学生証をタッチパネルにかざして、

容易に予約ができる施設となっている（図5）。 
これらの充実した施設は、政府と企業によって

作られている。建物は企業による寄付で建てられ、

建物内の機材等は国の予算で運営が行われている。 

 
図 5 タッチパネルで部屋を予約 

 
学習支援に関しては、図書館に関連するサービ

スを実施しており、図書館としては組織的にライ

ティングセンターを設置していないこともありラ

イティング支援等の学習支援はラーニングコモン

ズ内では実施されていなかった。 
ラーニングコモンズの評価方法に関しては、図

書館職員が毎月の学部生の利用状況を分析し、学

部ごとの利用率をフィードバックするようにして

いる。またこれらのデータを基に、今後の書籍や

映像資料の購入について判断する材料としてい

る。 
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で実施されているようなライティングや外国語に

対する学習支援といった学生へのサポートに関し

ては限定的である印象を受けた。 
 

3.3. 淡江大学 
淡江大学（Tamkang University）は、1950年

に創設された「淡江英語専科学校」が 1958 年に

「文理学院」となり、1980年に「淡江大学」とな

った。学生数は26,032人（そのうち留学生は8％）、

世界大学ランキングでは 1001＋位、アジアでは

351から400位の中に入っている（THE、2019）。
学部は 8学部（文学部、理学部、工学部、商学管

理科学部、外国語学部、国際研究部、教育学部、

グローバル企業発展学部）あり、キャンパスは淡

水キャンパス、台北キャンパス、蘭陽キャンパス、

サイバーキャンパスがある。 
本節では、淡水キャンパスにある覚生紀念図書

館本館のコモンズとそこで取り組まれている取組

みを紹介する。 
 
3.3.1. 覚生紀念図書館本館について 
大学図書館のHP（淡江大学図書館、2019）に

よると、覚生紀念図書館には、130 万冊の本、210
万冊以上の電子書籍、70,000冊以上のジャーナル

（電子ジャーナルを含む）、および 130,000 冊以

上の非書籍資料がある。本館は 9階建てで、読書

のための席が2,820席、検索用や作業用などのパ

ソコンが設置された173席がある。またディスカ

ッションルームやマルチメディアリソースルーム、

音楽鑑賞エリア、24時間使える学習室などがある。

現在の本館の建物は 1996 年 9 月に完成したが、

2014年から2017年にかけてリノベーションが行

われ、その際にコモンズエリアが作られた。 
覚生紀念図書館では、通常の図書館サービスに

加え、図書館の資源を活用したワークショップを

授業と連携して実施したり、出版者を招いたセミ

ナーを年に 2 回ほど実施したりしている。また、

ヨーロッパ情報センターが図書館内にあることか

ら、毎年 5月をヨーロッパ週間とし、その間は毎

週ヨーロッパに関する講座を開催している。なお、

学内には学習支援組織が別にある。現時点での連

携はないが、今後連携を検討している。 
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に行い発表する機会を取り入れる（3週目）など、

図書館を学習リソースとしてうまく活用されてい

る。 
 
3.4. 東呉大学 
東呉大学（Soochow University）は、1900年に

創立され、1951年に台湾で最初に再建された私立

大学である。学生数は、15,597 人（うち留学生約

5％）、世界大学ランキング（QS、2019）では ア

ジアで 291－300位に位置している。文学、理学、

法学、商学、外語学部の 5 学部 23 学科が設置さ

れており、キャンパスは、メインキャンパスとダ

ウンタウンキャンパスにわかれている。本調査で

は、メインキャンパスにある中央図書館と隣接の 
ラーニングコモンズを中心に訪問した。 
東呉大学中央図書館は、地下１階地上５階の建

物で、約 92万冊の蔵書がある。中央図書館の特

徴としては、日本の漫画が多数寄贈された漫画コ

ーナーや、語学教材や視聴覚資料が豊富にあり、

シアタールームや複数人で視聴できるブースが充

実していること等が挙げられる。基本的には閲覧

室がメインの従来型の図書館であったが、3階に

小規模のグループ学習室があり、可動式の机や椅

子、ガラス（ホワイト）ボードが設置されていた

（図 8）。 

図 8 図書館内のグループ学習スペース 
 

また隣接の第一教学研究棟2階にラーニング

コモンズが設置されていた。このラーニングコモ

ンズは、台湾政府の補助金を得て、2009年に改

修・設置されたものである。図書館 2階と渡り

廊下で接続されており、管轄も図書館が行ってい

る。このラーニングコモンズでは、入り口に近い

オープンエリアにグループ席が設置されている

が、静寂な空間となっており、話し合いをしたい

場合は、奥にあるディスカッションルームを利用

することになっている（図9）。 

 
図 9 ラーニングコモンズ 

 
可動式のグループ机や椅子の他にホワイト（ガ

ラス）ボードが設置されているが、電子黒板や

PCなどは設置されておらず、学生は自分のPC
を持ち込んで作業を行っていた。ピアチュータリ

ング等の学習支援については、教育支援センター

が別の場所で実施しており、図書館と連携して取

り組んでいる様子はみられなかった。 
またこのラーニングコモンズの隣には、教学資

源センターがあり、 オンライン学習や語学学習

コーナー、アクティブラーニング教室等が整備さ

れていた。 
 
3.5. 輔仁大学 
輔仁大学（Fu Jen Catholic University）は1927

年に設立された私立大学では台湾最難関校の一つ

である。学生数は、20,450名（うち、留学生9％）、

12 学部 50 コース、修士課程で 49 コース、博士

課程 12 コース、夜間部および法律学の Post 
Bachelorコースなどを擁する大規模校である。世

界ランキングでは、アジア圏で 251－300 位であ

る（THE、2019）。カトリック系のミッションス

クールで語学教育に定評がある。 
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3.5.1濟時樓圖書總館(Fahy Memorial Library)に
ついて 
訪問したキャンパス内には、Fahy Memorial 

Library、Kungpo Memorial Library、Cardinal 
Shan Libraryの３館が存在するが、ラーニングコ

モンズは、Fahy Memorial Library、Kungpo 
Memorial Library の 2 館で展開されている。今

回はメイン図書館となるFahy Memorial Library
のみを訪問した。 
輔仁大学のメイン図書館となる Fahy 

Memorial Library（濟時樓圖書總館）は、社会科

学系の９階建てのビルの 2 階～8 階を利用し、総

面積約 3500坪に席数 813席、全館Wi-Fiを完備

した施設となっている。後述する學習共享空間（ラ

ーニングコモンズ）用と検索用端末としてPC120
台を設置、研究個室 28 部屋、グループ学習ルー

ム 7部屋、多機能グループ学習ルームなどが配置

されている。図書館入り口となる２階に貸出・返

却、レファレンスサービス等の窓口と「學習共享

空間」と呼ばれるラーニングコモンズエリア、ラ

イティングセンターが設置され、3 階以上の各閲

覧エリアにグループ学習ルームや研究個室を、8 
階には情報リテラシーおよびe-learning教育用の

教室が設置されている。 
本ラーニングコモンズの導入にあたって掲げら

れたラーニングコモンズ設置の目的は以下の6点

である。 
・教員と学生が自由に施設を使用できる 
・設置されている PC を利用して課題やレポー

トに取り組める 
・自由にインターネットサーフィンや情報検索

ができる 
・エリア内で課題に関する複数でのディスカッ

ションが可能 
・ソーシャルメディアを通して、e-mailの確認

や友人とのチャットが可能 
・図書館の様々な所蔵リソースが活用できる 
 
3.5.2 図書館内のコモンズエリアについて 
図書館内のラーニングコモンズとして案内され

たエリアは主に４台の PC が固定机に配置される、

もしくは２人で一台の PC を共有して学習する、

あるいは単独での PC 利用を目的とした空間で構

成されていた。従来の図書館環境における PC ワ

ークエリアと異なり、PC 操作をしながらの会話

が許容されている空間として運営されている点か

ら本スペースをラーニングコモンズと位置づけて

いるとのことであった(図 10)。 

図 10 図書館内のラーニングコモンズエリア 
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ルティング 
・実用英語ワークショップコース 
・英語ビデオ・ライブ配信コース 
・WE ONLINE: 双方向英会話コース 
・English easy test training: 英語テストのため

の自学自習オンラインプラットホーム 
・Self-learning center guides: 英語自習ガイド 
 
ライティングセンターについては、図書館以外

に輔仁英語網路學院というバーチャルセンターが

別途存在する。図書館のライティングセンターで

提供されているビデオ・ライブ配信コースは英文

学部と輔仁英語網路學院とコラボレーションして

開発されたコンテンツになっている。 
 

４. おわりに  
以上、台湾の高等教育機関5校の現地調査を通

じて得た、学習環境デザイン、学習支援制度の知

見について、それぞれの機関の特色を踏まえなが

ら論じてきた。 
国立大学である国立台湾大学や国立精華大学で

は学習環境・学習支援ともに助成金や寄付を基盤

に新たに施設建設を行うなど充実を図っており、

私立大学の淡江大学や輔仁大学では既存の施設の

改修や、レイアウト変更によりラーニングコモン

ズやアクティブラーニングのための学習スペース

の整備を行っていた。東呉大学のコモンズは政府

からの補助金で設置されたとのことであったが、

国立大学の施設・設備の状況と比較すると規模と

しては非常に小さく、設備も劣る印象を受けた。 
今回の訪問から得た情報に限定すると、台湾で

は私立大学よりも国立大学の学習スペースのほう

が充実した施設・設備が導入されているようであ

る。 
他方、各大学ともに、ラーニングコモンズを管

轄する部門と、学習支援を担う部門の連携があま

り行われていない印象を強く受けた。加えて、学

習環境の整備や学習支援プログラムを通じた学生

の学びへの評価についても訪問時のヒアリングで

は具体的な取り組みについて情報を得ることがで

きなかった。 
美馬・山内（2005）は、学習環境の 3要素とし

て空間・活動・共同体を定義しており、米澤（2017）
は上記の3要素をベースに新しい学びの強化策と

して施設整備、学習支援、コミュニティ支援を提

言している。つまり、学習環境を整備することと、

学習支援や学びのコミュニティづくりは、学生の

学びを促し、深めるために相互に連携する必要が

あるはずである。台湾における学習環境・学習支

援のデザインにおいて、この点がどのように位置

づけられているのかについてのさらなる調査の必

要性を感じた。 
今回は日程の都合上、台北を中心とした限られ

たエリアの大学、施設の調査に留まった。今後は

さらに地域・対象を拡大し、台湾およびアジアを

中心とした諸外国の高等教育における学習支援の

実態把握と分析に努めていきたい。 
 
註 
1 各大学の情報は訪問時に聞き取った情報と、

以下の各大学機関ホームページの情報をもと

に記述している。 
国 立 台 湾 大 学 ラ イ テ ィ ン グ セ ン タ ー

（https://www.awec.ntu.edu.tw/）（2019 年 12
月 20日） 

国 立 精 華 大 学 図 書 館

（http://www.lib.nthu.edu.tw/en/index.htm）

（2019年 12月 20日） 
淡江大学図書館 (http://www.lib.tku.edu.tw/)
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